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内閣官房及び農林水産省が新たに実施する「第１回 ディスカバー農山
む

漁村
ら

の宝※１」に

おいて、全国の２５１団体の応募の中から、２３団体の取り組みが優良事例として選定され、そ

の中の１つに奈良市の「植村牧場」が選ばれました。 

なお、認定証授与式は、６月１０日に首相官邸において開催されます。 

 

【 植村牧場  ～日本一遅れた牧場と奈良の名物アイス～ 】 

○取り組み概要 

 ・奈良県で最も古い牧場。創業当時からの木造茅葺の牛舎で約３０頭の乳牛を飼育し、近隣

に牛乳を配達。 

 ・自家生乳でアイスクリーム等を製造販売。奈良女子大学、近隣農家、県（農業水産振興課・

マーケティング課）の共同で「奈良漬、大和野菜（大和まな、小しょうが）、イチゴ（アスカルビ

ー）を使ったアイスクリーム」を開発。 

 ・障害者１４名（うち住み込み１０名）、高齢者４名を常時雇用し牧場を経営。障害者が主戦

力。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 「ディスカバー農山
む

漁村
ら

の宝」 

「強い農林水産業」、「美しく活力ある農山漁村」の実現のため、農山漁村の有するポテンシャルを引き出

すことにより地域の活性化、所得向上に取り組んでいる優良な事例を選定し、全国への発信を通じて他地域

への横展開を図る。 

マーケティング課 

美味しい奈良推進係 
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奈良市の「植村牧場」が「第１回 ディスカバー農山
む

漁村
ら

の宝」に選定 

県政記者クラブ 

文化・教育記者クラブ同時配布 

共同開発したアイス 木造茅葺きの牛舎 


